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海底地殻変動観測から求めた南海トラフ沿いの水平変動ベクトル

Horizontal deformation vectors along the Nankai Trough derived from sea-bottom crustal
deformation measurements
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　我々のグループでは，船の位置をキネマティックGPS測位で決定し，船（船上局）－海底局間の距離を超音波測距で
測定して海底局位置を決定する海底地殻変動観測システムを開発している．2004年からは，熊野灘２ヵ所（KMN, KMS
観測点）と駿河湾２ヵ所（SNW, SNE観測点）において長期くり返し観測を実施している．
　これまでに，KMN 観測点では 10回，KMS観測点では 15回，SNW観測点では５回，そして SNE観測点では 11

回の繰り返し観測を行なってきた．水平各成分の繰り返し観測精度は，各観測点とも（場所によらず）2～3 cmである．
これらの解析結果からトレンドを求めることにより，アムール固定の変位速度ベクトルを求めた．その大きさは，KMN
観測点で（-68+/-20，15+/-35）mm/yr，KMS観測点で（-58+/-32，19+/-34）mm/yr，SNE観測点で（-53+/-31，1+/-22）
mm/yrである．これらのベクトルは，誤差楕円まで考慮に入れると，GEONETの観測による結果と調和的である．今後
は，遠州灘沖にも観測点を設置し，南海トラフ沿い（東海・東南海地震の震源域内）における広域観測観測を推進する
計画である．


